
第２回奈良 ESD連続セミナー 

大西 浩明 

 

◇日時：2025 年 6 月 3 日（火）19 時～21 時 

◇方法：Zoom によるオンライン形式 

◇参加者：43 名 

 

◇内容：「ESD の学習理論 ～なぜ、脳科学なのか～」  奈良教育大学特任教授  中澤静男 

    「ESD の授業づくり ～単元構想案の作成～」  奈良教育大学特任准教授 大西浩明 

 

◎なぜ、脳科学なのか 

 ESD は、学習者の社会つくりに関する価値観と行動の変革を促す教育 

  → どうすれば人は行動を変革するのかを研究する必要がある 

 行動の変革を促す方法 

 （１）厳罰主義 

  （２）ナッジ  意識せずに行動の変革を促す   

  （３）ＥＳＤ  意識して（価値観を変革し）行動を変革できるように促す 

 

 ナッジ･･･強制することなく、その人がよい行動をするようにそっと促す 

  ①ナッジ・デフォルト（そのようにしてほしいことを初期設定にしておく） 

②ナッジ・フィードバック（ある行動をすると、ある特定の反応が返ってくる仕組みをつくる） 

③ナッジ・インセンティブ（ある行動をすると得する仕組みをつくる） 

④ナッジ・選択肢の構造化（選択肢をわかりやすくすることで、ある行動や特定の選択肢に導く仕

組みをつくる） 

（１）は論外だが、（２）もあぶないと感じている 

  80 年程前の日本では軍国主義がデフォルトになっていて、国ために命を投げ出すことがよいこと

とされていた 

  

 行動の変革を促すのは、理性か感性か？ 

  直感的意思決定論：人は考えて行動するよりも、感覚に従って瞬時に判断して行動する 

 「行動の変革は、何が正しいかという単なる感覚から生じることが最も多い。」 

（ESD for 2030 ロードマップ） 

 ソマティック・マーカー装置：生き残る確率を高めるために、すべての生き物がもっている脳内信号

発生装置 

  先天的なソマティック・マーカー装置（すべての動物が持つ） 

    敵から襲われることを防ぐ ネガティブ信号 

    水や食べ物のありかに気づく ポジティブ信号 

  後天的なソマティック・マーカー装置（人だけが持つ） 

    生き残るために地域の社会文化に即したふるまいや 

    行動を促すソマティック・マーカー装置 



私たち大人は、経済性に関するソマティ

ック・マーカー装置は十分持っている。 

決して悪いことではないが、持続可能な

社会の創り手に必要なソマティック・マ

ーカー装置を育てるには、ＥＳＤあるい

は意図的活動が必須。 

 

 

大人は、損得や経済に関するソマティック・マーカー装置は持っている。それは、これまでの教育（国

の経済成長や技術の発展に貢献できる人材の育成）の成果ともいえるが、何もしなければ持続可能な

社会の創り手に求められるソマティック・マーカー装置は育たない。 

→ 意図的にＥＳＤの授業実践や活動を展開していく必要がある 

知識の網の目をつくる（フード・マイレージ、絶滅危惧種、身近なお店の価値、地産地消のよさ等） 

網の目が変なものをひっかけて信号を発してくれる（ソマティック・マーカー）。 

網の目が粗いとスルーすることが多くなる 

繰り返し経験すること、繰り返し学習することで、網の目を細かくすることができる。 

 

同じ絵を見ても、気づける人と気づけない人がいる 

一度気づくと次からは一目で分かる 

 → 脳は外界からの情報と記憶として蓄えられている情報から情報 

処理を行う。そのため、次回からはすぐに気づくことができる 

 体験的な学習活動の価値 

 ・さまざまな感覚装置が育てられる 

 ・さまざまな感覚が記憶の痕跡として脳内に 

 ヒトの脳の特徴から、「知覚」とは視覚・聴覚・触覚・味覚・嗅覚などを統合して理解する 

 

意識化を促し、「気づく力」を高める方策 

①仲間と共に学ぶ（友達からの刺激） 

②記憶の蓄積を図る。（繰り返し学ぶ、繰り返し経験する、多様な場面で多様な方法で学ぶ） 

 つまり、多様な ESD が持続可能性に関する「気づく力」を高める。 

③感性を伴って学ぶ。 

我々は視覚だけでなく、聴覚・嗅覚・触覚・味覚などの感覚を統合して「理解」している。これが

現地で五感を通しての学びや体験的な学習、実験のよさ 

④人から学ぶ（あこがれ、共感力、模倣化） 

  

◎単元構想案の作成 

 単元構想図：具体的な授業をイメージして、児童・生徒が発するであろう言葉や、もつであろう思い

などをマップ化して、学習の流れを可視化したもの 

 あくまで授業の主体は子ども   

 子どもの反応（発言、疑問、思い、どう動くか・・・）をイメージしないと、具体的にはならない 



 



問いの質を高める！ 大きな３つの問いから考える！ 問いの質がよければ「いい授業」 

 

※ＥＳＤの視点（見方・考え方） 

見方・考え方 身の回りでよさの見つけ方 課題の見つけ方 

Ａ 多様性  色々なものがある 多様性に乏しい、画一的 

Ｂ 相互性 つながっている、循環している  孤立している・循環していない 

Ｃ 有限性 「もったいない」の文化がある 

物を大切に長く使う文化がある  

使い捨てがあたりまえになっている 

大量生産・大量消費の文化がある 

Ｄ 公平性  世代内と世代間を考えている 不公平、今さえ、自分さえよければいい 

Ｅ 連携性 分け隔てなく、なかまづくり なかまはずれをしている、排除している 

Ｆ 責任性 協力がある・やりとげている 責任転嫁、やりっ放し、言いっ放し 

 

※ＥＳＤで育てたい資質・能力 

 ・批判的に考える力（クリティカル・シンキング） 

 ・未来像を予測して計画を立てる力 

 ・多面的・総合的に考える力（システムズ・シンキング） 

 ・コミュニケーションを行う力 

 ・他者と協力する態度 

 ・つながりを尊重する態度 

 ・進んで参加する態度 

 

※ＥＳＤで育てたい価値観 

・世代間の公正 

・世代内の公正 

 ・自然環境、生態系の保全を重視する。（生物多様性の重視） 

 ・人権・文化を尊重する。（文化多様性の尊重） 

 ・幸福感に敏感になる。幸福感を重視する。 

 

※関連する SDGs 

目標１：貧困の撲滅         目標 12：生産と消費 

目標２：飢餓の解消         目標 13：気候変動 

目標３：健康・福祉         目標 14：海洋資源 

目標４：教育            目標 15：陸上資源 

目標５：ジェンダー平等       目標 16：平和・公正 

目標６：水と衛生          目標 17：グローバル・パートナーシップ 

目標７：エネルギー          

目標８：経済成長と雇用 

目標９：インフラ 

目標 10：不平等解消 

目標 11：まちづくり 

これらは後付けでいい！ 

学習指導要領の理念を正しく理解し、「主体的・対話的で深い学

び」になっていれば、また子どもも教師もワクワクするような授

業になっていれば、ほぼ ESD の学びになっているはず。 


